
教師が「話す」授業から 教師が「みる」「きく」「つなぐ」授業へ 
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 10 月 18 日（日）にいわき合同庁舎を会場に、算数・数学ジュニアオリンピックが行われました。い

わき会場では、小学生 55名、中学生 47名の合計 102名が自分のもてる力を発揮し、算数や数学の問題

に挑戦しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【算数６】                      【数学４】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 オリンピックだからではなく、日頃から児童生徒がアウトプットしているかが重要になります。授業

中に話すのは先生ではなく児童生徒にしていきましょう。 

 

 

 10月 27日（火）の第３回管内校長会でもアナウンスしましたが、

県教委事業を授業改善にお役立てください。 

 ⑴ 学力向上支援アドバイザー事業 

（令和 8年 4月 17日付け 8教義第 206号） ※ 2/26まで 

 ⑵ 算数・数学授業づくり訪問 

（令和 8年 4月 14日付け 8教義第 169号） ※ 2/26まで 

 ⑶ いわき教育事務所指導主事による「学校・教職員のニーズに応

える要請訪問」（令和８年４月２２日付け８教い号外）   

算数・数学ジュニアオリンピック 

【算数・数学ジュニアオリンピックの趣旨】 

福島イノベーションコースト構想等を通した県内児童生徒へのキ

ャリア教育の視点を加味した理数教育推進の一環として、算数・数

学に関心をもつ児童生徒を対象とした競技会を実施することによ

り、算数・数学に関する学習意欲の更なる向上を図るとともに、知

識・技能を活用して課題を解決する力を育成する。また、問題等の

ホームページ掲載、成績上位者等への表彰等により、算数・数学へ

の興味・関心を高めるとともに、挑戦する心や競争心を育成する。 

立方体を並べて穴

をあけたとき、穴の

有無や数等を問う問

題。言葉で書かれた

状態から図に表す

力、条件を整理する

力が求められます。 

日頃の授業でも

「言葉ではなく図や

式と関連付けて説明

しているか」「分か

っていることと分か

らないことを明確に

とらえているか」が

問われています。 

与えられた情報を基に、論理的に考える力を求められる問題。

落ちや重なりがないように表に表す力、過不足なく説明する力が

求められます。 

日頃の授業でも「根拠を正しく伝えているか」「なぜそうなるの

か論理的に説明する時間を確保しているか」が問われています。 

各種訪問、ご活用ください 


